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＜連絡事項＞

· 本日18:00～19:00の法人研修「交通事故に遭わないために」は本日で最終日となります。まだ参加していないスタッフは必ず参加するようにして下さい。講師はマイクを使用せず、ホワイトボードを使用するとの事ですので、席は前から詰めて座るようにしましょう。

· 11/28（火）より総務室が移動となっています。

　　病院２F事務室　→　本部１F総務室（旧総合調整室）
　　内線231　　　　→　内線300
＜患者様連絡事項＞

· 種本　福松様～本日10:30療養環境変更の為、主治医指示にて東病棟Dユニットから西病
　　　　　　　棟Aユニットへ転出となっています。

· 風穴　チエ様～病状悪化、希死的発言あり、主治医診察、指示にて本日9:30西病棟Bユニ
　　　　　　　ットから東病棟Aユニット（一般）へ転入となっています。衣類洗濯につ
　　　　　　　いては西病棟スタッフが御家族へ確認（家族洗濯か業者洗濯か）し、東病
　　　　　　　棟へ連絡が来る事となっています。また入院形態も任意入院から医療保護
　　　　　　　入院へ切り替える予定です。御家族に記入して頂く書類がありますので、
　　　　　　　御家族が来院される日時を御家族へ確認し、下平SWへ伝えて下さい。

· 阿部　文香様～12/4（月）14:00頃に御家族が面会に来られるとの事。その際、主治医との
　　　　　　　面談を希望されており、本日主治医へ確認した所、面談は可能との事。御
　　　　　　　家族へは面談は可能である事を電話にて伝えています。

· 倉舘　昌雄様～御家族（母：倉舘　ヤエ様）より外泊させたいとの希望あり。借家周りの
　　　　　　　解体機器の片付け、部屋の清掃、町役場までの用事が目的との事。保護者
　　　　　　　である母親が足が悪く移動が困難との事で送迎のみ知人（中村様）が車で
　　　　　　　行うとの事。送迎には母親も同伴するとの事で、本日、主治医へ外泊につ
　　　　　　　いて確認。保護者も同伴するのであれば外泊は許可するとの事で外泊の許
　　　　　　　可が出ています。本人へは外泊が許可になった事と外泊をするに当たって
　　　　　　　の注意事項を伝え、本人とも確認しています。

＜要注目患者様ケース検討＞
· 野沢　英貴様～落ち着きの無さは見られているものの興奮、粗暴行為は見られない為、　
　　　　　　　昨日、主治医診察、指示にて終日隔離解除。東Cユニットへ転室となっ
　　　　　　　ています。その後もチャンネル弄り等があり、落ち着き無さが見られて
　　　　　　　います。夜間も不眠で経過され寝具弄りや窓開け行為等の迷惑行為あり、
　　　　　　　その都度スタッフの介入と見守りを要しています。他者への粗暴行為等、
　　　　　　　直接危害を加える行為はありませんが、以前、水梨様への粗暴行為あっ
　　　　　　　た事からまた他者へ粗暴的となる可能性もあります。迷惑行為により他
　　　　　　　者から危害を受ける可能性もある事から、他者とのトラブルには十分に
　　　　　　　注意すると共に、十分に休養出来る環境を提供していきましょう。精神
　　　　　　　症状（表情や行動の変化、独語、放歌の有無や程度、迷惑行為の頻度等）、
　　　　　　　日常生活の様子（日課への取り組み、余暇時の過ごし方、声掛けへの反
　　　　　　　応等）、夜間の睡眠状態の観察を行っていきましょう。主治医への情報
　　　　　　　提供も密に行い、他スタッフとも情報を密に交換していきましょう。

· 風穴　チエ様～11月初旬より被害的発言聞かれるようになり、中旬頃より食事摂取拒　
　　　　　　　否、拒薬あり、他患者様に「死ねといわれる」等の被害的な発言も聞か
　　　　　　　れていました。昨日、準夜帯0:20首にラジカセコードを巻きつけてい
　　　　　　　る事あり、スタッフが制止。「死んだ方がいい。」等の希死的発言あり、
　　　　　　　当直医へ報告。指示にて安全確保の為、東病棟Aユニット隔離室へ入室
　　　　　　　となっています。本日、主治医診察し、指示にて9:30隔離解除。経過
　　　　　　　観察の為、東病棟Aユニット（一般）へ転入となっています。転入後は、
　　　　　　　ホールを訪れる事は少なく、自室にて臥床して過ごされています。表情
　　　　　　　の冴えなさ、スタッフ対応時の素っ気無さ見られていますが、悲観的、
　　　　　　　希死的発言は聞かれていません。希死的発言、行動があった事から、今
　　　　　　　後は患者様の所在の確認、危険物の除去等、安全確保に努め、十分な休
　　　　　　　息と落ち着いて日常生活を送れるよう援助すると共に、訴え時は傾聴し、
　　　　　　　対処法と解決策を本人と考え実施していきましょう。

＜田名部Drケースカンファレンス＞

· 磯島　貴広様～表面的な被刺激性、抑制欠如した行動等は見られていませんが、未だ病
　　　　　　　識は備わらず「俺は一過性のノイローゼだと思っています。」という発
　　　　　　　言が本人より聞かれています。まだ時間は要するも、疾病教室について
　　　　　　　説明。ノイローゼであっても共通する症状はあるので、今後の病気への
　　　　　　　対処に参考になると思われる事説明し本人より了承を得ています。

· 佐々木　修様～現在、胃痛は軽減してきているとの事。また、血圧も徐々に正常範囲内
　　　　　　　に近づいています。睡眠も以前より改善してきており、朝方の眠気があ
　　　　　　　る位であるとの事。アルコールに関しても、入院してからはアルコール
　　　　　　　渇望感は無くなったと話されています。

· 北山　幸博様～この数日間は意欲的な改善を認めて、自分でも動きが良くなったと感じ
　　　　　　　ている様子。作業療法、治療プログラムにも継続して参加。ただ、朝方
　　　　　　　から昼位までの脱力感は続いてあるとの事。脱力感については眠剤服用
　　　　　　　によるものでは無く、ネオファーゲンCの副作用によるものではないか
　　　　　　　と思われます。肝機能は良好な為、脱力感の副作用のあるネオファーゲ
　　　　　　　ンCは次週より減量していきます。現在、やや抑鬱状態でいる事が多い
　　　　　　　ものの、気分状態は概ね安定しており、少なくとも入院当初の気分的な
　　　　　　　躁状態をベースとした抑制欠如、興奮、他害性の危険性は消失したと判
　　　　　　　断され、措置症状消腿届けを提出しています。

· 中山　榮作様～12/2（土）当院を退院し高齢者住宅「リラの家」入所となります。本人
　　　　　　　へその事を説明。ここが病院であるとの認識も薄い印象ですが、入院し
　　　　　　　て2ヶ月が経過し、現在の記憶障害、見当識障害が続いている状況を考
　　　　　　　えると、アルコール性（あるいはアルツハイマー型）認知症としてよい
　　　　　　　と思われます。退院後も服薬と定期的な外来通院は継続とします。

· 佐々木　尚子様～まだ菓子に対する衝動性があり、かつそれを否認する傾向があります。
　　　　　　　　表立った問題行動は無いが、今後本人の中で自分の菓子に対する意識
　　　　　　　　と向き合って頂くように明日から1週間レポートを記入して頂き、来
　　　　　　　　週の診察時にまた話し合う事としています。菓子を欲しいと思った時
　　　　　　　　の状況、自分の心境、周囲の様子等について記録して頂く事としてい
　　　　　　　　ます。レポート用紙は明日（主治医が）本人へ渡しにいきます。入院
　　　　　　　　当時の情動不安定、衝動制御困難といった症状は続き、かつそれが問
　　　　　　　　題のある脱抑制行動、他害に結びつく可能性は存在している事から、
　　　　　　　　措置入院の継続が妥当と思われます。

· 安達　貴浩様～今月の血液検査にて血糖値とコレステロール値がやや高値であり、本人
　　　　　　　から体育館での運動を行ないたいとの希望あり、本日より参加して頂く
　　　　　　　事としています。表立った粗暴行為は見られていませんが、日々の病棟
　　　　　　　生活で他者との間に生じるイライラや、自分の将来的な事ばかり考えて
　　　　　　　しまう事から来る鬱気分等はある様子。入院時の精神症状（精神運動興
　　　　　　　奮、抑制欠如、幻覚妄想）について現在は軽減しつつあるとはいえ、依
　　　　　　　然として突発的な症状憎悪により、他害的行為が発言する可能性はあり、
　　　　　　　措置入院の継続は妥当と思われます。













